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貸 借 対 照 表 

（2022年３月31日現在） 
（単位：千円） 

 
資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

預 け 金 

売 掛 金 

商 品 

製 品 

原 材 料 

未 成 工 事 支 出 金 

貯 蔵 品 

１年内回収予定の長期貸付金 

未 収 入 金 

そ の 他 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

車 両 運 搬 具 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

無 形 固 定 資 産 

電 話 加 入 権 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

出 資 金 

長 期 貸 付 金 

長 期 前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

差 入 保 証 金 

そ の 他 

6,448,039 

227,674 

250,541 

4,502,485 

159,274 

222,761 

424,252 

191,466 

247,211 

93,075 

12,965 

116,331 

20,097,848 

17,736,081 

2,856,142 

1,424,902 

7,139,874 

12,165 

344,853 

4,278,566 

1,402,347 

277,228 

185,721 

16,254 

73,879 

95,587 

2,176,044 

483,759 

572,380 

57,725 

561,075 

101,354 

271,759 

96,799 

31,191 

流 動 負 債 8,500,017 

支 払 手 形 1,895,059 

買 掛 金 2,942,340 

１年内返済予定の長期借入金 280,000 

リ ー ス 債 務 439,240 

未 払 金 1,538,191 

未 払 費 用 177,679 

未 払 法 人 税 等 359,161 

未 払 消 費 税 等 228,641 

預 り 金 25,566 

賞 与 引 当 金 479,443 

設 備 支 払 手 形 134,693 

固 定 負 債 1,964,742 

長 期 借 入 金 140,000 

リ ー ス 債 務 1,142,491 

退 職 給 付 引 当 金 289,925 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 387,326 

預 り 保 証 金 5,000 

負 債 合 計 10,464,760 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 15,905,648 

資 本 金 1,619,440 

資 本 剰 余 金 117,319 

資 本 準 備 金 117,319 

利 益 剰 余 金 14,168,888 

利 益 準 備 金 404,860 

そ の 他 利 益 剰 余 金 13,764,028 

配 当 積 立 金 400,000 

土 地 圧 縮 積 立 金 66,686 

買換資産圧縮積立金 38,970 

別 途 積 立 金 3,900,000 

繰 越 利 益 剰 余 金 9,358,371 

評価・換算差額等 175,479 

その他有価証券評価差額金 175,479 

純 資 産 合 計 16,081,128 

資 産 合 計 26,545,888 負 債 及 び 純 資 産 合 計 26,545,888 
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損 益 計 算 書 

2021年４月１日から 
2022年３月31日まで 

（単位：千円） 
 

科 目 金 額 

売 上 高 32,211,491 32,211,491 

売 上 原 価 26,502,534 26,502,534 

売 上 総 利 益  5,708,957 

運 賃 1,285,098 1,285,098 

営 業 総 利 益  4,423,859 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,841,361 2,841,361 

営 業 利 益  1,582,497 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 及 び 配 当 金 49,736  

そ の 他 の 営 業 外 収 益 122,725 172,462 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 27,134  

そ の 他 の 営 業 外 費 用 5,537 32,672 

経 常 利 益  1,722,287 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 90  

そ の 他 の 特 別 利 益 14,874 14,964 

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 却 損 55,881 55,881 

税 引 前 当 期 純 利 益  1,681,370 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 573,000  

法 人 税 等 調 整 額 41,528 614,528 

当 期 純 利 益  1,066,841 

 

(         ) 
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株主資本等変動計算書 

2021年４月１日から 
2022年３月31日まで 

（単位：千円） 
 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 

資本準備金 
資本剰余金 
合 計 

利益準備金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

配当積立金 
土 地 圧 縮 
積 立 金 

買 換 資 産 
圧縮積立金 

当 期 首 残 高 1,619,440 117,319 117,319 404,860 400,000 66,686 41,427 

事業年度中の変動額        

圧縮積立金の取崩し － － － － － － △ 2,456 

剰 余 金 の 配 当 － － － － － － － 

当 期 純 利 益 － － － － － － － 

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
事業年度中の変動額(純額) 

－ － － － － － － 

事業年度中の変動額合計 － － － － － － △ 2,456 

当 期 末 残 高 1,619,440 117,319 117,319 404,860 400,000 66,686 38,970 

 

 

株 主 資 本 評価・換算差額等 

純資産合計 

利 益 剰 余 金 

株 主 資 本 
合 計 

そ の 他 
有 価 証 券 
評価差額金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 
利益剰余金 
合 計 別途積立金 

繰 越 利 益 
剰 余 金 

当 期 首 残 高 3,900,000 8,450,417 13,263,390 15,000,150 147,623 15,147,773 

事業年度中の変動額       

圧縮積立金の取崩し － 2,456 － － － － 

剰 余 金 の 配 当 － △ 161,344 △  161,344 △  161,344 － △  161,344 

当 期 純 利 益 － 1,066,841 1,066,841 1,066,841 － 1,066,841 

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
事業年度中の変動額(純額) 

－ － － － 27,856 27,856 

事業年度中の変動額合計 － 907,954 905,497 905,497 27,856 933,354 

当 期 末 残 高 3,900,000 9,358,371 14,168,888 15,905,648 175,479 16,081,128 

 

(         ) 
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個 別 注 記 表 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

貸借対照表及び損益計算書の作成に当たって採用した重要な会計処理の原則及び手続きは、次のとおりであります。 

１．資産の評価基準及び評価方法 

(1）有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法 

そ の 他 有 価 証 券                   

市場価格のない株式等以外のもの 

………………時価法 

（評価差額は全部純資産直入法により処理しております。なお、売却原

価は移動平均法により算定しております。） 

市場価格のない株式等 

………………移動平均法による原価法 

(2）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商 品 ・ 原 材 料                  ………………移動平均法 

製       品………………総平均法 

未 成 工 事 支 出 金                  ………………個別法 

貯   蔵   品………………先入先出法 

棚卸資産の評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

２．固定資産の減価償却の方法 

有 形 固 定 資 産                  …………………定率法 

（リース資産を除く）      ただし、オンサイトプラント（需要家構内に設置しているガス製造設

備）に係る設備（主に機械及び装置）、一部ガス製造設備および1998年

４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月

１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額法によっ

ております。 

無 形 固 定 資 産                  …………………定額法 

（リース資産を除く）      なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっております。 

リ ー ス 資 産…………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

３．引当金の計上基準 

賞 与 引 当 金…………………従業員に対して支給する賞与に充当するため、支給見込額を計上してお

ります。 

退 職 給 付 引 当 金                  …………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度の末日における退職給付債

務および年金資産の見込額に基づき、当事業年度の末日において発生し

ていると認められる額を計上しております。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期

間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。 

数理計算上の差異は各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（12年）による定額法によりそれぞれ発生の翌事

業年度から費用処理しております。 

役員退職慰労引当金…………………役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく事業年度末におけ

る要支給見込額を計上しております。 

４．収益及び費用の計上基準 

 当社は、顧客との契約に含まれる別個の財又はサービスを識別し、これを取引単位として履行義務を識別

しています。履行義務の識別にあたっては、本人か代理人かの検討を行い、自らの履行義務の性質が、特定

された財又はサービスを移転する前に支配し自ら提供する履行義務である場合には、本人として収益を対価

の総額で損益計算書に表示しており、特定された財又はサービスが他の当事者によって提供されるように手

配する履行義務である場合には、代理人として収益を純額で損益計算書に表示しています。 

 取引価格は、約束した財又はサービスの顧客への移転と交換に当社が権利を得ると見込んでいる対価の金
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額であり、当社が第三者のために回収する額を除いています。また、顧客からの取引の対価は、財又はサー

ビスを顧客に移転する時点から概ね２ヶ月以内に受領しており、重要な金融要素は含んでいません。 

 主な取引のうち、産業ガスについては、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの

期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。 

５．リース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース契約１件あたりのリース料総額が3,000千円以下の

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

Ⅱ．会計方針の変更に関する注記 

収益認識に関する会計基準等の適用 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日改

正）を、当事業年度の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。 

(1) 代理人取引 

顧客から受け取る対価の総額で収益を認識していた一部の取引について、顧客への財又はサービスの提供に

おける当社の役割を判断した結果、代理人と判定された取引については、総額から仕入先に対する支払額等

を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。 

(2) 有償支給取引 

有償支給取引については、支給品の買戻し義務を負っている取引については、当該支給品の譲渡に係る収益

を認識しておりません。 

 

当該会計方針の変更は、原則として遡及適用されておりますが、当事業年度の期首における純資産額に与える

影響はありません。 

 

Ⅲ．貸借対照表に関する注記 

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

１．関係会社に対する 短 期 金 銭 債 権 3,986,559千円

 長 期 金 銭 債 権 7,875千円

 短 期 金 銭 債 務 1,225,356千円

２．有形固定資産の減価償却累計額   27,760,935千円

３．圧縮記帳額 

国庫補助金等による圧縮記帳額は414,498千円であり、貸借対照表計上額はこの圧縮記帳額を控除しており

ます。 

なお、内訳は次のとおりです。 

 機 械 及 び 装 置 393,690千円

 構 築 物 18,789千円

 建 物 1,718千円

 工具、器具及び備品 299千円

 

Ⅳ．損益計算書に関する注記 
関係会社との取引高   

 売 上 高 28,597,365千円

 仕 入 高 9,756,964千円

 その他の営業取引高 1,122,197千円

 営業取引以外の取引高 449,810千円

 

Ⅴ．株主資本等変動計算書に関する注記 

１．当事業年度末日の発行済株式の種類および総数 

普通株式 32,268,800株 
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２．当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

① 配当金支払額 

 決 議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり 
配 当 額 

基 準 日 効 力 発 生 日 

 
2021年６月17日 
定時株主総会 

普通株式 161,344千円 5.0円 2021年３月31日 2021年６月18日 

② 基準日が当事業年度中に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 決議予定 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり 
配 当 額 

基 準 日 効 力 発 生 日 

 
2022年６月23日 
定時株主総会 

普通株式 161,344千円 5.0円 2022年３月31日 2022年６月24日 

 

Ⅵ．金融商品に関する注記 

① 金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、必要な資金は岩谷興産株式会社からの借入に

より資金を調達しております。 

受取手形および売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。 

借入金の使途は運転資金（主として短期）および設備投資資金（長期）であります。 

② 金融商品の時価等に関する事項 

売掛金、支払手形および買掛金は、短期間で決済されるため時価が帳簿価格に近似するものであることから、

記載を省略しております。 

 

Ⅶ．リースにより使用する固定資産に関する注記 

貸借対照表に計上した有形固定資産のほか、容器、事務機器、車両等の一部については、リース契約により使用

しております。 

 

Ⅷ．関連当事者との取引に関する注記 
       （単位：千円）

 

 

種類 会社等の名称 
議 決 権 等 の 
所 有 割 合 
(被所有割合) 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

親会社 岩 谷 産 業 株 式 会 社 (100.0％) 

高圧ガス等
の購入・販
売並びに設
備購入 
役員の兼任 

製･商品の販売 34,546,867 売掛金 3,882,042 

原材料･商品の購入 7,128,078 買掛金 714,104 

親会社の 
子会社 

岩 谷 興 産 株 式 会 社 － 

ファクタリ
ング・資金
調達・預け
金 
役員の兼任 

受取利息 1,052 預け金 250,541 

資金の返済(長期) 280,000 

長期 借入 金
(１年内返済
予定の長期借
入金を含む） 

420,000 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１．取引条件につきましては、一般取引条件を勘案して決定しております。 

２．取引金額につきましては、代理人取引及び有償支給取引も総額で表示しております。 

 

Ⅸ．収益認識に関する注記 

収益を理解するための基礎となる情報 

「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「４．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。 
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Ⅹ．税効果会計に関する注記 

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 （繰延税金資産）  

 退職給付引当金  88,427千円

 未払事業税  22,112千円

 賞与引当金  146,230千円

 役員退職慰労引当金  118,134千円

 その他  61,812千円

 繰延税金資産小計  436,716千円

 評価性引当金  △62,870千円

 繰延税金資産合計  373,846千円

 （繰延税金負債）  

 その他有価証券評価差額金  55,718千円

 土地圧縮積立金  29,265千円

 買換資産圧縮積立金  17,102千円

 繰延税金負債合計  102,086千円

 （繰延税金資産の純額）  271,759千円

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目 

 法定実効税率  30.5％

 （調整）  

 交際費等永久に損金に算入されない項目  3.6％

 受取配当金等永久に益金に算入されない項目  △0.4％

 住民税均等割  2.8％

 その他  0.1％

 税効果会計適用後の法人税等の負担率  36.5％

 

Ⅺ．１株当たり情報に関する注記 
１．１ 株 当 た り 純 資 産 額   498円34銭

２．１ 株 当 た り 当 期 純 利 益   33円06銭

 

Ⅻ．重要な後発事象に関する注記 

該当事項はありません。 

 


